
取扱説明書

形名

三菱LED非常用照明器具 [ 蓄電池内蔵形 ]

保管用

直 付 形

施工は電気工事士の有資格者が電気設備の技術
基準・内線規程、取扱説明書に従い行う。

器具の取付けは、質量に耐える所に取付ける。

傾斜天井、補強のない天井では取付けない。

引火する危険のある雰囲気で使わない。

器具取付けの際は電線を挟まない。

配線工事の際、電線の絶縁体にキズをつけない。 アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。

送り配線は非常用照明器具専用とし、容量を確認
して接続する。

電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込
む。

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

高温（35℃を超える）、高湿度（85％ＲＨを超える）、
粉じん、油煙の多い場所、強い振動・衝撃のある場
所で使わない。

狭い箱のような中で使わない。また、器具を隠して
使う場合は、放熱を妨げない。

風呂場など水や湿気の多い場所で使わない。

表示された電源電圧以外では使わない。

Ｄ種(第３種)接地工事を確実に行う。

本体・蓄電池を確実に取付ける。

分電盤と電源端子台の間には電源スイッチを
設けない。

電源線は、適合太さのものを指定長さに被覆を
むき、１本ずつ速結端子の奥まで差し込む。



 取付前の確認

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

器具の取付けは質量に耐える
所に取付ける。

さびの出やすい場所、温泉地など硫黄成分を含む
腐食性ガスの出る場所で使わない。

雨水のかかる場所で使わない。

長時間器具を使用しないときは、蓄電池を外す。

周囲温度５～35℃以外では使用しない。

器具を乾燥不十分なクロス貼り・コンクリート面に
は取付けない。



 電源線を電源端子台に接続する

 天井に電源穴をあける

 器具を吊下げる場合

 本体を天井に取付ける

本体を確実に取付ける。



 蓄電池を取付ける

・Ｄ種(第３種)接地工事を確実に行う。

・アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。

・電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込む。

・送り配線は非常用照明器具専用とし、容量を確認して接続する。

・電源線は、適合太さのものを指定長さに被覆をむき、一本ずつ
　速結端子の奥まで差し込む。

電源端子台

電源端子台

蓄電池を確実に取付ける。

 枠を取付ける



枠を確実に取付ける。

 点灯を確認する



      　　　　



明るく安全にご使用いただくために半年に１回の
保守・点検を行う。

光を直視しない。

スイッチを強く押さない。

点灯中及び消灯直後の器具には触らない。

レンズはガラス製のため、取扱いに注意する。

周囲温度５～35℃以外では使用しない。

器具の直下や近くにストーブなどの熱器具を
置かない。

器具の清掃・蓄電池の交換は電源を切ってから行う。

器具の改造や指定部品以外の交換はしない。
煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異
常を感じた場合はすぐに電源を切る。

蓄電池はショート・分解・加熱・変形させない。また、
火中に入れない。

お客さま自身で電気工事はしない。電気工事士
の資格が必要です。
器具のすき間や放熱穴に金属類を差し込まない。

蓄電池を抜き取り、電源を切って
から行う。

点灯中及び消灯直後の器具には
触らない。




